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　石灯籠の傍らに移
設された旧加茂川橋
の親柱には、「小松へ
壹里二十三町（現在
の距離で約 6.5 ㎞）」
「角野村へ三里三十
町（同約 15 ㎞）」と
記されています。
　その昔、旅人は川
風に吹かれながらこ
の道標を見て、歩み
を早めたりしたのか
も知れませんね。

▲対岸から見た
「東光の石灯籠」

▲

今はなき旧加
茂川橋により、
この讃岐街道は
川の向こう岸と
つながっていた
のです。


